
１　中期経営目標達成に向けたサービス向上・利用促進等の取組

 (1)　実績

②　広報活動

・研修生の募集について、ＨＰの充実を図るとともに、SNS（Facebook、
Instagram、Twitter）で研修の様子等を定期的に発信したほか、広報番
組「ぶんぶんセブン」への出演、ラジオや新聞広告「広報いしかわ」を
活用し広く周知した。特にInstagramとFacebookにおいては、更新頻度を
維持できるようにした。
・従来から行ってきた地元高校生向けの体験会を、28年度より「オープ
ンキャンパス」として対象を広げて実施。R2年度は新型コロナウイルス
感染症拡大防止の観点から規模を縮小し、授業風景の見学等、普段の研
修の様子が伝わるように工夫して実施した（参加者28名）。
・専門コースへの進学率向上を目的に、進学のメリットや専門コース卒
業後の就職状況を説明する進学説明会を昨年度に引き続き開催したほ
か、卒業後の就職支援策として、産地内の状況把握や関係作りのための
工房見学を随時行った。
・従来から行っているセンター及びしいのき迎賓館での研修生作品展に
加え、県林業試験場や金沢勤労者プラザ等新規会場での作品展示を行っ
たほか、石川県立伝統産業工芸館にて木地挽き体験のワークショップを
開催するなど、同センターのＰＲや山中漆器の魅力発信を行った。
・土日祝日も開館し、一般客に対し木地挽きろくろ体験や施設見学のガ
イドを行い、伝統的山中漆器の理解向上に努めた。
・近隣の小中学校を対象とした蒔絵の体験教室を行い、伝統的山中漆器
への理解向上と次世代後継者のための種まきに努めた。

　中期経営目標
　（H30～R4）

① 基礎コースの入学志願倍率は、引き続き１．２倍以上を維持します。
② 専門コースの定員充足率は、８０％以上を維持することを目指します。
③ 利用者アンケートによる満足度において、利用者サービス、施設の維持・管理とも、
９５％以上を維持します。
④ レンタル工房入居率１００％を目指します。

項　目 実施内容

①　サービス向上・
　　利用促進

・平成30年度から研修カリキュラムに追加した「職人養成トレーニン
グ」を引き続き実施することにより、研修生の挽物轆轤技術向上を図っ
た。
・センター卒業生等が自立に向けた実績を積むための施設として「レン
タル工房」を運用。入居率100％を維持した。
・一般客を対象に、木地挽きろくろ体験や施設見学ガイドを実施した。
・土日祝日も開館し、開放機器等使用の利便性向上に努めた。
・利用希望の多い3Dプリンターやレーザーカッター等パソコン周辺機器
の使用方法について随時指導し、漆器事業者・職人の技術向上を支援す
るとともに、利便性の向上に努めた。

石川県立山中漆器産業技術センターの令和２年度管理状況    

　施設所管課 商工労働部経営支援課

　施設管理者 （公財）山中漆器産業技術センター　理事長　南井　浩昌

　指定期間 　平成３０年４月１日～令和５年３月３１日



 (2)　令和３年度における取組内容の見直し等

　

２　中期経営目標の進捗状況

※基準値は中期経営目標における基準値

＜利用者数、貸館稼働率など利用指標に係る増減理由＞

専門コース定員
充足率

研修生へ進学にあたっての個別相談
をきめ細かに行うとともに、進学説
明会を開催するなど、専門コースの
魅力を伝えていることが功を奏し、
専門コース進学者数が前々年度
(H30）よりも１名増加した。

研修生へ進学にあたっての個別相談を
きめ細かに行うとともに、進学説明会
を開催するなど、専門コースの魅力を
伝えていったが、研修生各個人の様々
な理由に伴い、進学率が減少した。

利用者アンケート
（利用者サービ
ス）

研修生からの轆轤をもっと使いたい
という要望や、産地からの職人養
成、技術力向上に関する要望に対応
した結果、満足度を高めることがで
きた。

同左

レンタル工房入居
率

工房①:入居1年目（R2.4月～）
工房②:入居3年目（H30.4月～）※最
大３年利用可能

30年度から運用開始

95.099.1

指　標 対前年度増減理由 対基準値増減理由

基礎コース入学
志願倍率

県内外の高校・大学等の進路指導担
当者、全国の漆器産地組合、漆器関
係施設等へ積極的な募集活動を行っ
た結果、志願者の増加につながっ
た。

左記により志願者が前年より増加した
ものの、コロナ禍の中、その取り組み
のスタートが遅れたことから、基準値
に至らなかった。

施設の維持管理(%) 98.8 98.9 100.0 1.10㌽ 1.20㌽

(4)レンタル工房入居率
(％) － 100.0 100.0 0 #VALUE! 100.0100.0

1.22.8

80.080.0

利用者サービス(%) 99.3 98.9 100.0 1.10㌽ .70㌽ 95.099.1

(3) 利用者アンケート
　　における満足度

(2) 専門コース定員
　　充足率(％) 76.7 60.0 70.0 10.0㌽ -6.7㌽

(1) 基礎コース入学
　　志願倍率（倍）
　　（定員５名）

1.3 0.6 1.2 200.0% 92.3%

実施内容
※令和３年度に実施する取組のうち、新規や拡充、見直し（実施方法の工夫・改善等）に該当するものを記載してください

計画的な研修生募集活動の実施
基礎コース入学志願者数の増加を図るため、研修生募集に係る年間活動計画を作成し、きめ細かな
募集活動を行う。
高校・大学等へは夏休み前の早い時期から進路指導担当者へ募集ＰＲを開始するとともに、受験者
が見込まれる高校・大学等に対しては適宜訪問説明を行うなどの手厚い対応をとる等、効果的な広
報活動を行う。

測定指標
H26～28
平均

(基準値)

R1年度 R2年度 前年度比 基準値比 R4年度
(目標値)

H30年度



＜利用者アンケート結果＞

３　施設等の維持管理

0.0

(3) 植栽維持管理 植栽業者に外部委託しており、除草、雪吊り等の対策を取っている。

(4) 警備
民間警備保障会社に外部委託しており、施設内に防犯装置を備え付けて
いる。

(5) 小規模修繕
設備等が故障した場合は、研修等に支障が生じないよう速やかに修繕を
行っており、研修生や利用者の利便性、安全確保に努めている。

項　目 実施内容

(1) 清掃
玄関・展示室・トイレ等の共用部分は、清掃業者に外部委託している
（週1回）。事務室は、職員が実施（週１回）。研修関連の部屋は、研修
生が研修終了後実施（毎回）。

(2) 設備保守点検
空調設備管理、エレベーター保守管理、消防設備管理、電気設備管理、
地下オイルタンク点検を全て業者に外部委託しており、それぞれ適切な
時期に保守点検を行っている。

項　目
回　答

良い 概ね良い やや悪い 悪い

・ろくろ研修事業（令和３年３月実施　有効回答数１２名）

項　目
回　答

良い 概ね良い やや悪い 悪い

　利用者サービス(%) 75.0% 25.0% 0.0% 0.0%

　施設の維持管理(%) 81.8% 18.2% 0.0% 0.0%

・施設開放事業（令和２年度随時実施　有効回答数１２名）

項　目
回　答

良い 概ね良い やや悪い 悪い

　利用者サービス(%) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

　施設の維持管理(%) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

・漆芸教室事業（令和３年３月実施　有効回答数２３名）

項　目
回　答

良い 概ね良い やや悪い 悪い

・木地挽きろくろ体験事業（令和２年度随時実施　有効回答数１４名）

　利用者サービス(%) 78.3% 21.7% 0.0% 0.0%

　施設の維持管理(%) 82.6% 17.4% 0.0% 0.0%

　利用者サービス(%) 78.6% 21.4% 0.0 0.0

　施設の維持管理(%) 85.7% 14.3% 0.0



４　管理運営体制

５　収支状況

 (1)　使用許可等の状況

（単位：件）

 (2)　使用料の収入実績（利用料金の収入及び減免の状況）

（単位：千円）

 (3)　収支決算

（単位：千円）

　轆轤研修事業費 18,057

　収支差額　①－② 0

　使用料収入 490 　修繕費 892

　その他管理費 3,827

　入学手数料等徴収業務
　委託料

120 　委託費 3,046

　授業料収入 2,808   光熱水費 1,759

収　入 支　出

　指定管理料 41,843 　人件費 17,680

　合　計 490 2

施設使用 416 2 １件（around実行委員会）

開放機器使用 74

　合　計 132 0

項　目 収入額 減免額 減免理由

開放機器使用 129

項　目 許可件数 不許可件数 不許可理由

施設利用 3

項　目 実施内容

(1) 緊急時の対応・安
全管理などの危機管理

緊急連絡網を策定し、非常時に備えた危機管理体制を整えている。ま
た、年１回避難訓練も実施している。

(2) 個人情報の管理状
況

個人情報の保護に関する法律等関係法令並びに基本協定書に定める「個
人情報の取扱いに係る特記事項」を遵守している。

　合　計　　① 45,261 　合　計　　② 45,261



６　利用者からの意見、苦情、要望

７　事故、故障等

８　その他報告事項など

令和3年3月
フェンス（２階玄関、３階ベランダ）の経
年劣化。

修繕した。

年　月 内　容 対　応

年　月 内　容 対　応

令和３年３月
漆芸教室の金銀粉のバリエーションが欲し
い。

講師と相談のうえ、予算的に可能な範囲で
対応を検討する。

令和2年11月 機械式空調用冷温水発生器が不良。 修理した。



９　評価結果

○　評価基準
　　　Ａ（優）　：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている
　　　Ｂ（良）　：仕様書等に定める水準を上回っている
　　　Ｃ（可）　：概ね仕様書等に定める水準どおり実施されている
　　　Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を要する部分がある

○　総合評価
　　　Ａ（優）　：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている
　　　Ｂ（良）　：優れた管理運営がなされている
　　　Ｃ（可）　：適正な管理運営がなされている
　　　Ｄ（不可）：改善が必要である

10　助言・指摘事項

(2) 施設等の維持管理 Ｂ

・挽物轆轤研修事業を円滑に進めるために、設備の保守点検を定
期的に行うなど、適切な維持管理に努めている。
・設備等が故障した場合は、研修等に支障が生じないよう速やか
に修繕を行っている。
・照明器具のＬＥＤ化を図り、環境に配慮した管理に努めてい
る。

(3) 管理運営体制 Ｂ

・緊急連絡網を策定し、非常時に備えた危機管理体制を整えてい
る。
・ノウハウをもった職員を適切に配置することで、漆器業者の相
談や、見学・体験者への対応といった点を含め、適切な管理運営
を行っている。
・研修生、相談者の個人情報保護に留意している。

評価項目 評価 所見（工夫・改善点）

(1) 中期経営目標の達成に向
けたサービス向上・利用
促進等の取組

Ｂ

・漆器に関する様々なスペシャリストを講師として招き、研修生
に対して高いレベルの研修を行っている。特に所長（人間国宝）
である川北良造氏自ら、所定講義回数以上の技術指導を積極的に
実施している。
・児童生徒や一般を対象とした見学や体験教室等を積極的に実施
し、山中漆器の普及啓発に努めている。
・組合員が自分の専門以外の漆に関する技術を習得する漆芸教室
を、産地からの要望に応じた見直しを加えながら開催し、資質向
上に努めている。
・入学案内パンフレットを県内外の高校・大学等の進路指導担当
者、全国の漆器産地組合、漆器関係施設等へ送付するとともに、
電話や訪問による詳細説明を行う等積極的な募集活動を行い、入
学志願者の増に努めている。
・入学に関する問い合わせを受けた場合には、必ず事前に同セン
ターの施設見学やろくろ体験を行うよう依頼しており、「漆器づ
くり」の難しさ、厳しさを知った上で、それでも志望する研修生
のみを受け入れる体制を構築している。
・地元の漆器事業者が施設・開放機器をより利用しやすいよう
に、センターを土日祝日も開館するとともに、開館開放時間を週
１回（火曜）、午後５時から午後９時に延長している。
・研修生や施設利用者を対象としたアンケートを実施し、サービ
スの維持向上等に活用している。

総合評価 Ｂ
・山中漆器産業の育成及び支援を行うことを目的として、適切な
管理運営を行っているほか、山中漆器に関心のある県民に対して
の普及啓発事業も積極的に行っている。


